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３

公
共
下
水
道
管
理
者
等
は
、
公
共
下
水
道
等
を
良

好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ

て
公
衆
衛
生
上
重
大
な
危
害
が
生
じ
る
こ
と
等
の
な

い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
公

共
下
水
道
等
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
上
の

基
準
等
は
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
の

二
及
び
第
二
五
条
の
一
八
関
係
）

４

公
共
下
水
道
管
理
者
等
は
、
公
共
下
水
道
等
の
施

設
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
適
確
に
行
う

能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
の
間
に
お
い

て
、
災
害
時
維
持
修
繕
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
五
条
の
二
、
第
二
五
条
の

一
八
及
び
第
三
一
条
関
係
）

５

公
共
下
水
道
管
理
者
等
は
、
都
道
府
県
等
の
水
防

計
画
に
公
共
下
水
道
管
理
者
等
の
協
力
が
必
要
な
事

項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
水
防
計
画
に
基
づ

き
水
防
管
理
団
体
が
行
う
水
防
に
協
力
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
二
三
条
の
二
、
第
二
五
条
の
一
八
及
び
第

三
一
条
関
係
）

６

公
共
下
水
道
の
排
水
施
設
の
暗
渠き
よ

部
分
等
に
量
水

標
等
及
び
熱
交
換
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。（
第
二
四
条
及
び
第
二
五
条
の
一
七
関

係
）

７

公
共
下
水
道
管
理
者
は
、
浸
水
被
害
対
策
区
域
に

お
い
て
、
条
例
で
、
排
水
設
備
に
適
用
す
べ
き
雨
水

の
一
時
的
な
貯
留
等
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
五
条
の
二

関
係
）

８

公
共
下
水
道
管
理
者
は
、
浸
水
被
害
対
策
区
域
内

に
存
す
る
雨
水
貯
留
施
設
を
自
ら
管
理
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
所
有
者
等
と
の
間
に

お
い
て
、
管
理
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
、
当
該
管
理
協
定
の
公
示
の
あ
っ
た
後
に
お

い
て
当
該
雨
水
貯
留
施
設
の
所
有
者
等
と
な
っ
た
者

に
対
し
て
も
そ
の
効
力
が
あ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二

五
条
の
三
〜
第
二
五
条
の
九
関
係
）

９

二
以
上
の
公
共
下
水
道
管
理
者
等
は
、
広
域
的
な

連
携
に
よ
る
下
水
道
の
管
理
の
効
率
化
に
必
要
な
協

議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
一
条
の
四
関
係
）

三

日
本
下
水
道
事
業
団
法
の
一
部
改
正
関
係

１

日
本
下
水
道
事
業
団
（
以
下「
事
業
団
」と
い
う
。）

は
、
地
方
公
共
団
体
の
委
託
に
基
づ
き
、
高
度
の
技

術
を
要
す
る
管
渠
の
建
設
、
二
の
８
の
管
理
協
定
の

目
的
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設
の
維
持
管
理
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
六
条
関
係
）

２

事
業
団
は
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
要
請
が
あ
り
、

か
つ
、
特
定
下
水
道
工
事
の
実
施
体
制
等
を
勘
案
し

て
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
地

方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
当
該
特
定
下
水
道
工
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
〇
条
〜
第

三
六
条
関
係
）

四

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

特
定
投
資
指
針

財
務
大
臣
は
、
会
社
が
特
定
投
資
業
務
を
行
う
に

当
た
っ
て
従
う
べ
き
指
針
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す

る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
の
一
六
関
係
）

特
定
投
資
業
務
規
程

会
社
は
、
特
定
投
資
指
針
に
即
し
て
、
特
定
投
資

業
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
財
務
大
臣
の
認
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二

条
の
一
七
関
係
）

事
業
計
画
の
特
則
等

会
社
は
、
事
業
計
画
に
特
定
投
資
業
務
の
実
施
方

針
を
記
載
し
、
ま
た
、
事
業
報
告
書
に
当
該
実
施
方

針
に
基
づ
く
特
定
投
資
業
務
の
実
施
状
況
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
の

一
八
関
係
）

業
務
の
完
了

会
社
は
、
経
済
情
勢
、
特
定
投
資
業
務
に
よ
る
資

金
供
給
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
者
の
事
業
の
状
況
そ

の
他
の
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
、
平
成
三
七
年
度
末
ま

で
に
、
特
定
投
資
業
務
に
お
い
て
保
有
す
る
全
て
の

有
価
証
券
及
び
債
権
の
譲
渡
そ
の
他
の
処
分
を
行

い
、
特
定
投
資
業
務
を
完
了
す
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
の
二
〇

関
係
）

４

適
正
な
競
争
関
係
の
確
保
（
附
則
第
二
条
の
二
一
関

係
）

会
社
は
、当
分
の
間
、そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
他
の
事
業
者
と
の
間
の
適
正
な
競
争
関
係
を

阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

会
社
は
、
事
業
計
画
に
他
の
事
業
者
と
の
間
の
適

正
な
競
争
関
係
の
確
保
に
係
る
方
針
を
記
載
し
、
ま

た
、
事
業
報
告
書
に
当
該
方
針
に
基
づ
く
業
務
の
実

施
状
況
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。

３

特
定
投
資
業
務

定
義

「
特
定
投
資
業
務
」
と
は
、我
が
国
の
事
業
者
が
、

そ
の
有
す
る
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
新
事
業

開
拓
又
は
異
分
野
連
携
等
の
経
営
の
革
新
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
生
産
性
又
は
収
益
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
行
う
事
業
活
動
等
に
対
す
る
資
金
の

出
資
等
の
資
金
供
給
の
業
務
の
う
ち
、
地
域
経
済
の

自
立
的
発
展
に
資
す
る
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事

業
活
動
の
活
性
化
又
は
我
が
国
の
経
済
社
会
の
活
力

の
向
上
及
び
持
続
的
発
展
に
資
す
る
我
が
国
の
企
業

の
競
争
力
の
強
化
並
び
に
金
融
機
関
等
に
よ
る
資
金

供
給
の
促
進
に
特
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
業
務

で
あ
っ
て
、
平
成
三
二
年
度
末
ま
で
に
資
金
供
給
の

対
象
等
を
決
定
す
る
も
の
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業

務
を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
の
一
二
関

係
）株

式
の
政
府
保
有

政
府
は
、
会
社
が
特
定
投
資
業
務
を
完
了
す
る
ま

で
の
間
、
会
社
に
よ
る
特
定
投
資
業
務
の
適
確
な
実

施
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
会
社
の
発
行
済
株
式
の

総
数
の
二
分
の
一
以
上
に
当
た
る
株
式
を
保
有
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条

の
一
三
関
係
）

政
府
の
出
資

政
府
は
、
平
成
三
二
年
度
末
ま
で
の
間
、
会
社
に

よ
る
特
定
投
資
業
務
の
適
確
な
実
施
の
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
予
算
で
定
め
る
金
額
の

範
囲
内
に
お
い
て
、
会
社
に
出
資
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
の
一
四
関
係
）

一
般
の
金
融
機
関
が
行
う
金
融
等
の
補
完
又
は
奨

励
会
社
は
、特
定
投
資
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

一
般
の
金
融
機
関
が
行
う
金
融
及
び
民
間
の
投
資
を

補
完
し
、
又
は
奨
励
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
附
則
第
二
条
の
一
五
関
係
）

◇
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
法
律
第
二
三
号
）（
財
務
省
）

１

政
府
保
有
株
式
の
処
分

政
府
は
、
そ
の
保
有
す
る
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資

銀
行
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。）の
株
式
に
つ
い
て
、

会
社
の
目
的
の
達
成
に
与
え
る
影
響
及
び
市
場
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
そ
の
縮
減
を
図
り
、
で
き
る
限
り
早
期

に
そ
の
全
部
を
処
分
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条

関
係
）

２

危
機
対
応
業
務

責
務

会
社
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
当
分
の

間
、
内
外
の
金
融
秩
序
の
混
乱
又
は
大
規
模
な
災
害

等
に
よ
る
被
害
に
対
処
す
る
た
め
の
資
金
を
必
要
と

す
る
者
に
対
し
円
滑
に
資
金
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
、

危
機
対
応
業
務
を
行
う
責
務
を
有
す
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
条
の
七
関
係
）

株
式
の
政
府
保
有

政
府
は
、
当
分
の
間
、
会
社
に
よ
る
危
機
対
応
業

務
の
適
確
な
実
施
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
会
社
の

発
行
済
株
式
の
総
数
の
三
分
の
一
を
超
え
る
株
式
を

保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附

則
第
二
条
の
八
関
係
）

政
府
の
出
資

政
府
は
、
当
分
の
間
、
会
社
に
よ
る
危
機
対
応
業

務
の
適
確
な
実
施
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、予
算
で
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

会
社
に
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
附

則
第
二
条
の
九
関
係
）

事
業
計
画
の
特
則
等

会
社
は
、
事
業
計
画
に
危
機
対
応
業
務
の
実
施
方

針
を
記
載
し
、
ま
た
、
事
業
報
告
書
に
当
該
実
施
方

針
に
基
づ
く
危
機
対
応
業
務
の
実
施
状
況
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
の

一
一
関
係
）
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